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(54)【発明の名称】 超音波診断装置のデジタルスキャン・コンバータ

(57)【要約】
【課題】超音波診断装置のデジタルスキャン・コンバー
タのコストダウンを図る。
【解決手段】フレームメモリ３としてマルチポートビデ
オＲＡＭを用い、入力エコー信号をＡ／Ｄ変換器１でデ
ジタル変換したデータをＦＩＦＯメモリ２に入力する。
その出力をマルチポートビデオＲＡＭに入れる。Ａ／Ｄ
変換器１の出力データ１６個分を１つのサイクルとし、
その前半でデータを書き込み、後半でリード転送／リフ
レッシュするように構成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体内から反射してくる超音波のエコー
信号を音響走査クロックに従ってデジタル変換するＡ／
Ｄ変換器と、該Ａ／Ｄ変換器の出力をフレーム単位に音
響走査側のタイミングで書き込むと同時に非同期のビデ
オ走査側のタイミングによってフレーム単位に読み出す
フレームメモリと、該フレームメモリから読み出した出
力をアナログ変換して表示用ブラウン管に入力するＤ／
Ａ変換器とを備え、時間軸上の前記入力エコー信号を表
示用ブラウン管上に２次元像として表示させるための超
音波診断装置のデジタルスキャン・コンバータにおい
て、
前記フレームメモリは、マルチポートビデオＲＡＭで構
成され、
前記Ａ／Ｄ変換器と前記マルチポートビデオＲＡＭとの
間に、該Ａ／Ｄ変換器からの出力データ１６個分を１つ
のサイクルとし、該１つのサイクルを２分割した前半を
データ書き込みサイクルとし後半をリード転送／リフレ
ッシュサイクルとするＦＩＦＯメモリを設け、
高速の受信エコー信号を表示することができるように構
成されたことを特徴とする超音波診断装置のデジタルス
キャン・コンバータ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置な
どに用いられ、時間軸上の被測定受信信号を表示用ブラ
ウン管上に２次元像として表示させるためのデジタルス
キャン・コンバータ（ＤＳＣ）に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】超音波医療用診断装置は、生体内部の形
状を影像化する装置であり、生体に接した探触子から２
～５ＭＨｚのビーム状超音波を発射し、生体内からの反
射波（エコー信号）の受信振幅を、表示用ブラウン管の
音波伝搬時間に対応する位置に輝度変調表示する。探触
子（発射位置）の移動に合わせて表示位置を移動するこ
とにより、超音波ビームが通過した面内の形状がブラウ
ン管上に２次元像として表示される。
【０００３】上記の超音波探触子から得られる反射波
（エコー信号）をブラウン管上に２次元像として表示さ
せるビデオ信号に変換するためにデジタルスキャン・コ
ンバータが用いられる。以下、従来のデジタルスキャン
・コンバータについて、図３～図６を用いて説明する。
【０００４】図３は従来の第１の回路構成例図である。
図において、１はエコー信号（人体からの反射波）をデ
ジタル変換するＡ／Ｄ変換器、１１はフレームメモリ
Ａ、１２はフレームメモリＢ、１３，１４はセレクタ、
１５は音響走査用アドレス発生部、１６はビデオ走査用
アドレス発生部、９はビデオ走査用クロック発生部、１
０はデジタル／アナログ変換器（Ｄ／Ａ）である。
【０００５】音響走査側のタイミングとビデオ走査側の
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タイミングは非同期であり、かつ、リアルタイムに入出
力が常に行われる必要があるため、フレームメモリを、
メモリＡ１１とメモリＢ１２の２面ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）
構成としている。すなわち、受信信号がフレームメモリ
Ａ１１に書き込まれている時は、フレームメモリＢ１２
からビデオ側に出力されている。面が完全に切り換わっ
ている時は、メモリＡ，Ｂは完全に独立に動作している
ため、不具合なく動作が実現される。
【０００６】図４は従来の第２の回路構成例図であり、
フレームメモリとして、デュアルポートＳＲＡＭ２４を
用いた例である。上記図３に示した従来の第１の例のセ
レクタなどの周辺回路が不要になるため、回路規模は小
さく、簡単になる。
【０００７】図５は従来の第３の回路構成例図である。
この第３の例は、音響走査側タイミングとビデオ走査側
タイミングとの非同期の吸収をラインメモリＡ，Ｂ（音
響走査線１本分のメモリ）で行い、フレームメモリ２０
を１系統にした場合である。この場合でも、フレームメ
モリ２０は、リアルタイムに読み出し／書き込みを常に
行う必要があるが、読み／書きのタイミングは、どちら
もビデオ走査側のタイミングであるため、２面ＲＡＭや
デュアルポートＳＲＡＭを使わなくても、読み／書きを
セレクタ２１と制御器１８で時分割制御することで実現
できる。
【０００８】時分割の場合、フレームメモリ２０に使用
するＲＡＭのサイクルタイムより、書き込み／読み出し
のサイクルが速ければ、書き込み側でシリアル／パラレ
ル変換１７を、読み出し側でパラレル／シリアル変換１
９をする必要がある。以上より、容量の大きいフレーム
メモリ２０を１系統にして、容量の小さいラインメモリ
をＡとＢの２系統にしてあるため、図３の第１の例や、
図４の第２の例の場合よりコストは安くなる。
【０００９】図６は従来の第４の回路構成例図である。
この例は、図５の第３の例の２つのラインメモリＡ，Ｂ
を、２面ＲＡＭからデュアルポートＳＲＡＭ２５にした
場合であり、図５の第３の例より回路規模は小さく簡単
である。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記の図３に
示した第１の従来回路構成では、①フレームメモリとい
う大容量メモリを２系統必要とするため、コストが高
く、回路規模が大きいという欠点があり、②アドレスお
よびデータの２つのセレクタ１３，１４による切り換え
のための周辺回路が必要となり、回路規模が大きく複雑
になるという欠点がある。
【００１１】また、図４の第２の従来例では、上記②の
周辺回路が不要になるため、回路規模は小さく簡単にな
るが、デュアルポートＳＲＡＭ２４自身は、ＳＲＡＭ×
２系統に比較し、２倍以上の単価であるため、コストが
高くなるという欠点がある。
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【００１２】また、図５の第３の従来例では、図３の第
１の例や図４の第２の例の場合よりコストは安くなる
が、時分割制御などの周辺回路のため回路規模が大きく
複雑になるという欠点がある。
【００１３】さらに、図６の第４の従来例では、図５の
第３の例の場合より回路規模は小さく簡単であるが、コ
ストはやや高くなるという欠点がある。
【００１４】また図３～図６のように、フレームメモリ
をＳＲＡＭ／デュアルポートＳＲＡＭにした場合、ビデ
オ側出力は４ビット／８ビット／１６ビット単位である
ので、縮小表示のために、フレームメモリ内のデータを
間引きして表示する場合、１／２n 縮小以外の場合は、
回路が複雑になってしまうという問題があった。
【００１５】フレームメモリとして、マルチポートビデ
オＲＡＭを用いた場合、コストが安くなり、また、１／
２n 縮小以外の回路も簡単になるが、リフレッシュ／リ
ード転送サイクルが必要なため、音響走査側のデータが
高速な場合は、実現が困難か、回路がかなり複雑になっ
ていた。
【００１６】本発明の目的は、フレームメモリにマルチ
ポートビデオＲＡＭを使用する場合に、従来問題となっ
ていたリフレッシュ／リード転送サイクルの挿入と高速
書き込みの両立ができないという問題を解決し、１／２
n 以外の縮小表示も可能な、簡単で、かつ、コストの安
い超音波診断装置のデジタルスキャン・コンバータを提
供することにある。
【００１７】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
のデジタルスキャン・コンバータは、生体内から反射し
てくる超音波のエコー信号を音響走査クロックに従って
デジタル変換するＡ／Ｄ変換器と、該Ａ／Ｄ変換器の出
力をフレーム単位に音響走査側のタイミングで書き込む
と同時に非同期のビデオ走査側のタイミングによってフ
レーム単位に読み出すフレームメモリと、該フレームメ
モリから読み出した出力をアナログ変換して表示用ブラ
ウン管に入力するＤ／Ａ変換器とを備え、時間軸上の前
記入力エコー信号を表示用ブラウン管上に２次元像とし
て表示させるための超音波診断装置のデジタルスキャン
・コンバータにおいて、前記フレームメモリは、マルチ
ポートビデオＲＡＭで構成され、前記Ａ／Ｄ変換器と前
記マルチポートビデオＲＡＭとの間に、該Ａ／Ｄ変換器
からの出力データ１６個分を１つのサイクルとし、該１
つのサイクルを２分割した前半をデータ書き込みサイク
ルとし後半をリード転送／リフレッシュサイクルとする
ＦＩＦＯメモリを設け、高速の受信エコー信号を表示す
ることができるように構成されたことを特徴とするもの
である。
【００１８】
【発明の実施の形態】図１は本発明の実施例を示すブロ
ック図である。この構成は、ＦＩＦＯメモリ２を介在さ
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せ、フレームメモリとしてマルチポートビデオＲＡＭ３
を用いている点が要部である。図において、１はＡ／Ｄ
変換器、２はＦＩＦＯ（ファイフォ）メモリ、３はフレ
ームメモリ（マルチポートＶＲＡＭ）、４はＦＩＦＯメ
モリ／ＶＲＡＭ制御信号発生部、５は音響走査用アドレ
ス発生部、６はリード転送要求検出器、７はリード転送
アドレス発生部、８はセレクタ、９はビデオ走査用クロ
ック発生部、１０はＤ／Ａ変換器である。
【００１９】フレームメモリ３として、マルチポートビ
デオＲＡＭを使用し、Ａ／Ｄコンバータ１とフレームメ
モリ３の間にＦＩＦＯメモリ２を介在させる。Ａ／Ｄコ
ンバータ１からのデータ１６個分を１つのサイクルと
し、その１サイクルを２分割する。１サイクルの初めは
データ書き込みサイクルとし、終わりの方はリード転送
／リフレッシュサイクルとする。
【００２０】データ書き込みは、高速ページモードを使
い、高速ページライトサイクルは、Ａ／Ｄコンバータ１
のサンプリングサイクルより速くすることが可能で、そ
の速度の違いを、ＦＩＦＯメモリ２で吸収する。
【００２１】リード転送要求検出器６により、リード転
送要求があった場合、リード転送１リフレッシュサイク
ルではリード転送サイクルを行い、リード転送要求がな
かった場合、リフレッシュサイクルを行う。これらのサ
イクルを、マルチボートビデオＲＡＭ３に指示するため
の各種制御信号は、ＦＩＦＯメモリ／ＶＲＡＭ制御信号
発生部４で作り出すが、各種サイクルにより、制御信号
の出し方が細かく違うため、この作成には、ＰＬＤを用
いることにより、自由度の高い複雑な機能を簡単な回路
構成で実現している。
【００２２】マルチポートビデオＲＡＭ３の書き込み側
はＲＡＭで、読み出し側はシリアルアクセスメモリ（以
下ＳＡＭ）で構成されており、上記のように、ＲＡＭか
らＳＡＭへのリード転送が、データ書き込みと両立して
正しく行われていれば、ＳＡＭからの読み出しは、ＲＡ
Ｍとは全く独立に行うことができる。
【００２３】図２は本発明の動作タイミングチャートで
あり、表示画面を縮小するときの間引き動作説明図であ
る。上側（Ａ）は標準画面表示時のタイムチャートであ
り、下側（Ｂ）は２／３縮小画面表示時のタイムチャー
トである。
【００２４】図１に示した本発明の実施例におけるマル
チポートビデオＲＡＭ３の読み出し側は、ＳＡＭを用い
ているため、例えば、２／３縮小表示時は、図２（Ｂ）
のように、間引き用に、３／２倍のクロックをＳＡＭに
与えるだけで簡単に１／２n以外の縮小表示を実現する
ことができる。
【００２５】
【発明の効果】本発明を実施することにより、フレーム
メモリとして、マルチポートビデオＲＡＭを使うことが
できるため、マルチポートビデオＲＡＭのＲＡＭ部分は
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ＤＲＡＭで構成されており、ＤＲＡＭとほとんど同じ単
価となるため、価格はＳＲＡＭの１／４となる。
【００２６】さらに、マルチポートビデオＲＡＭ３を使
うことで、２面ＲＡＭやデュアルポートＳＲＡＭを使う
必要がなくなるが、デュアルポートＳＲＡＭと比較する
と価格は１／１６となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示すブロック図である。
【図２】本発明での縮小画面時の間引き動作を説明する
タイミングチャートである。
【図３】フレームメモリを２面ＲＡＭ構成にした従来の
第１の例を示すブロック図である。
【図４】フレームメモリにデュアルポートＳＲＡＭを用
いた従来の第２の例を示すブロック図である。
【図５】ラインメモリ（２面ＲＡＭ構成）を仲介した従
来の第３の例を示すブロック図である。
【図６】ラインメモリ（デュアルポートＳＲＡＭ）を仲
介した従来の第４の例を示すブロック図である。
【符号の説明】
１  Ａ／Ｄ変換器
２  ＦＩＦＯメモリ
３  フレームメモリ（マルチポートＶＲＡＭ）
４  ＦＩＦＯメモリ／ＶＲＡＭ制御信号発生部 *
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*５  音響走査用アドレス発生部
６  リード転送要求検出器
７  リード転送アドレス発生部
８  セレクタ
９  ビデオ走査用クロック発生部
１０  Ｄ／Ａ変換器
１１，１２  フレームメモリ
１３，１４  セレクタ
１５  音響走査用アドレス発生部
１６  ビデオ走査用アドレス発生部
１７  シリアル／パラレル変換器
１８  時分割制御器
１９  パラレル／シリアル変換器
２０  フレームメモリ
２１  セレクタ
２２  音響走査用アドレス発生部（ビデオ走査系タイミ
ング）
２３  ビデオ走査用アドレス発生部（ビデオ走査系タイ
ミング）
２４  フレームメモリ（デュアルポートＳＲＡＭ）
２５  ラインメモリ（デュアルポートＳＲＡＭ）
２６，２７  ラインメモリ

【図２】
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【図３】
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【図５】
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【図６】
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代理人(译) 大冢学问

外部链接 Espacenet

摘要(译)

降低超声诊断设备的数字扫描转换器的成本。 解决方案：多端口视频
RAM用作帧存储器3，并且通过A / D转换器1对输入回波信号进行数字转
换而获得的数据被输入到FIFO存储器2。将输出放入多端口视频RAM。 
16个A / D转换器1的输出数据设置为一个周期，数据在前半部分写入，
读取传输/刷新在后半部分执行。
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